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第3回衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学縮交流会館

1 -13 
寒冷地の都市廃棄物埋立地浸出水処理への
寒冷気候の影響に関する研究

1はじめに

室蘭工業大学iE員 吉田英樹
室蘭工業大学学生員藤田尚也
北海道大学 五員 居中信寿

室開工業大学正員 糖、額準

廃棄物埋立地で発生する浸出水を処理するにあたっては、各埋立地の気象条件、埋立ごみ成

分、埋立構造、埋立面積等異なる要素を考慮に入れ適切な設計をすることが必要である。自本

は温帯モンスーン地帯に属するが、日本列島は南北に長いため、冬季に lOcm以上の積雪を

伴うような寒冷地は北海道も含め全国土の約3裂を占めている。そのような地域では、冬季間

あるいは雪解け時期に埋立地で発生する浸出水の水量・水質が独特で大きく変動しているもの

と予想されるが、研究例は少ない1)。本研究では、北海道内の廃棄物埋立地浸出水処理施設を

所有している市町について、気象、埋立廃棄物の内訳、浸出水の水量・水質等をアンケートに

より欝査しデータ解析を行った。また、そのうちの8市町については現地調査を行い、管理状

況を諦査した。これらにより、寒冷地のような気象下にある廃棄物埋立地で発生する浸出水の

水量・水質特性を正確に把握するための基礎資料を収集した。

2 調査埋立地概要

使用したアンケートの内容は、

平成5年度 l年間の埋立地の埋立

ごみと競模、浸出水量・水質記

録、気象データ等で、 57市町中

3 1ヵ所から返答があった。その

うち、毎日の浸出水の水嚢・水質

データが記録されていたのは 1

5ヵ所だった。本研究の解析に

使った 15市町の各埋立地の概要

を表1に示した。埋立ごみは、焼却

市町名

AIIlJ 
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G市

H組合

l市

J町
托市

L市

M田T
N市

0市
処理を行わず混合ごみの直接埋立勺平成時腕

表1 調査埋立地一覧

埋立ごみの綴鍛 理立予定期剤 経過年数*

(年) {年)

混合ごみ 9 1 × 

混合ごみ 9 5 × 

混合ごみ 9 5 O 
不燃ごみ・焼却残さ 10 6 × 
不燃ごみ・焼却残窓 13 7 O 
混合ごみ 12 7 × 
混合ごみ 10 7 × 

不燃ごみ・焼部残t: 15 9 O 
不燃ごみ・焼tp残t: 11 9 O 
本燃ごみ・焼却残t: 13 10 O 
混合ごみ 13 10 O 
混合ごみ 14 11 × 
混合ごみ 13 14 × 

不燃ごみ・焼却残さ 14 14 × 

混合ごみ 20 16 × 

計随処理琢 間盤治貯商

(m3/白) 可能回数(日}

40 59.3 

20 0.1 

135 10.0 
2! 2.3 

z 12.5 

8 13.C 
1，00 20.5 

250 36.4 
100 4.5 

21 9.4 
30 5.3 

70 X 

115 52.2 

150 5.3 

200 1.5 

を行っているのが8カ所となっている。埋立進行状況は、開始直後であるものから埋立がほぼ

終了したものまで様々である。

3 埋立地から流出する浸出水の水量特性

3.1 浸出水量及び浸出係数表1中の日組合の浸出水処理施設の処理フローを図lに示した。

今回調査した埋立地の処理施設はほぼこのフロ}図と同様の方法で行っている。埋立地からの

浸出水の流出量を直接灘定しているところはなく、

課整油から処理施設へポンプアップしている水量及

ぴ調整地の水位測定から求める必要があった。そこ

で表1に示したように調整池の水位を測定している

6カ所について"浸出水量口その日の処理量+次の

Eの貯留量ーそのBの貯留最"として求めた。そし

て浸出水量の壊立地に流入する酔雨最に対する割合
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間2 H処理組合の浸出氷水量及び浸出係数 悶3 調査壊立地の月別潰出係数

である浸出係数を月別に求めた。ここで、降水量は、埋立地で藍接灘定しているもの以外は埋

立地付近の気象台による降雨観視明別累計降水量を使った。図2は区処理組合の1年間の降水

量と浸出水水量及ぴ月別浸出係数の比較である。縦軸は降雨強度の単位mmとしている。図か

ら4月、 3月に降雨量が少ないにもかかわらず浸出水水量が増加し、浸出係数が増加しており、

これは明らかに融雪による影響である。浸出係数が1を越えているのは、持雨により浸入した

水分が埋立地内部に貯留され、流出するまでの時関連れが1ヶ月以上に及ぶ場合もあるため、

その月以前に浸入した水分が流出したためであると思われる。国3に浸出係数を求めた市町の

平成5年度の4、5、3月の浸出係数を示した。ここで、 B町は調整池の水位測定データはない

が、容量が著しく小さいので処理水量を浸出水量とした。年平均が0.53に対し、 4月が1.4、5

月も0.85と非常に高くなっており、融雪による浸出水の影響が非常に大きいことがわかる。平

成6年3丹については0.56と高くなっていないが、これは融雪水が埋立地内に貯留され、まだ流

出していないと思われる。

3.2 融雪量の推定量 次に、気象台の積雪量データから春期の水量増加を推定した。積雪深

さの減少分を見かけ密度を仮定して水量に変換して融雪量とした。見かけ密度は気象台による

過去の実測例2)から0.32g/cm3とした。図4、5に3、4月の融雪推定量を求めた結果を示した。

融撃した水分が埋立地内に浸入するまでに融雪が進行するのは3 、 4月のみと考えた。 4~11月

の最大月i嘩水量もあわせて示したが、融雪量がこれにほぼ匹敵するあるいは越える量であるこ

とがわかる。
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間4 3月の融霊量の推定値 図5 4月の融雪量の推定儲

3.3 調整地の管理状況融雪による春期の水量増加に対しては、調整地により対処すること

になる。各施設の調整地容量がどの程度使われているかを示すため、月別の貯留量を調整池容

量で除したものを貯留率とし、図6に示した。年平均治宝44%に対し、 4丹が72%、5月も51と高

くなっており、融雪による浸出水の影響があることがわかる。 I市、 J町を除けば4月は調整池
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容積の90%以上を貯留しており、浸出水が処理可能量を越えているものと思われる。

3.3 浸出水処理施設の稼働状況 鵠整地の水位記録がなく、浸出水処理量のみの記録しかな

い埋立地についても施設の稼働状況を知るために、月別稼働指標(=月総処酌~量/施設設計時

計画処理水量)を計算し、図7に示した。年平均稼働指擦が10 0に対し、 4月が132、5月が

117、3月が92とほとんどの市町で4、5、3月とも100%以上の稼働指擦を示しでいる。ここで

も、春先の融雪が稼鋤指標の値に影響を与えていると考えられる。

以上のような結果からわかるように、寒冷地の埋立地ではいずれの所も融雪のある春期に浸

出水水量が増え、処理施設において調整地の貯留容量と処理量が著しく増大している。北海道

のように比較的夏期の持雨量が少ない地域にあっては、浸出水処理施設の設計において処理量

を決める際には、融雪量の評価が非常に重要であると思われる。北海道内でも年間最深積雪量

は20~200cm と大きく異なっているので、地域ごとの特性に応じて融雪量を求める必要があろ

う。また、埋立地において融雲水が埋立地に浸入しないように、 i除雪を積極的にすることによ

り融雷水の影響を最小限にとどめることは非常に有効であると思われる。

4 寒冷地の浸出水水質特性 400 

一般に浸出水の水質は処理施設に流入

した以後のものであり、今屈の調査対象山m
三史 vVV

も埋立地から流出した産後の水質を測定z
しているところはなかった。しかし、調 3200

整地の容量がそれほど大きくない樫立地 g
が多いので、おおよその傾向を揺むためさ 100

に調整地から処理施設への流入直後の浸出

出水のBODの丹別変化を図8に示した。

各埋立地ごとの最大値が大きく異なるた

め、年平均BOD催で割った基準化量で示

0 
4. 5 6 7 

月

平均自白日[mg/l]

ー@ーC市 105

一世一E飽合 378 

-鶴一G市 43 

-<>-H組合 55 

-合-1市 127
-O-J釘 194
ーφ-K市 12

鴎8 調査埋立地の丹到のBOD

3 

した。浸出水の水質は月単位で大きく変動しているが、融雪時期にやや上昇することや、 11~

2月にやや低くなっているようである。これは、融雪期に埋立地内への浸入水量が増大すると

洗い出し効果によって汚濁成分の流出が増加する、逆に降雷期は浸入水量が著しく減少する汚

濁成分の流出が減少すると推定される。例えば、厳寒期に埋立層内温度が低下し、内部の微生

物による静化能力が減少するために水質が悪化するというような現象にはいたっていないよう

である。今後は、埋立地からの流出藍後の水質の灘定を行い、さらに検討を進める必要ある。

5 寒冷地の浸出水水温特性

寒冷気候により、埋立層内温度が低下し、浸出水温度が大きく影響を受けていると考え、
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図9に調査埋立地の月別の浸出水水温 25 

と気温を示した。水温は処理施設へ

の流入直後に測定されたものであピ20

る。浸出水の年平均水瓶は約11~20 雲
℃、年平均気温は約 6~ 70Cとなっ耳目
ており、ほほ一年を通して浸出水水量

温が100Cを上回っている。特にN市210

では、年平均水温が20.5
0

Cと高い。要 5

ここでは埋立地内部での微生物反応E
による発熱によると思われる温度上 O 

昇が確認されており、このために水

温が著しく上昇したと思われる。ま

た、 G市やM市でも埋立地での温度

年平均水温 13.8 
4手平均気温 7.4 

A F G H J M 
町 市市総町町

A 
a::I 

図9 平均気温及び浸出水平均水温

N 
市

上昇が確認されたが、埋立地から処理場へ浸出水が輪送されるまでに熱が失われてしまい、

浸出水水温低下しているようである。寒冷地の埋立地では水温を 1OOC以上に維持する必要

があるといわれている3)。加温には高いコストがかかるため、寒冷地の埋立地層内温度の低下

を防ぐ措置が必要である。そのため、微生物反応による熱発生の促進や、調整地や輸送の捺

の断熱性を良くすることが存効であると思われる。

6 まとめ

北海道の埋立地における浸出水処理施設の処理状況を調査して、以下のような知見を得た。

1 )春期には融雪により l年の最大月降水量に匹敵する水量が埋立地に浸入していると推定

され、 3~5 月に埋立地の浸出係数が増大し、調整池の貯留量も著しく増大している。

また、融雷期に処理施設では処理水量が設計値を大きく上回っているところが多く、処

理運転管理ょに大きな影響を与えているようであるO

2)埋立地からの流出度後の水質は不明であったが、浸出水処理施設への流入寵後の浸出水

水量のBODは1年を通して大きく変動するが、おおよそ融雪期に上昇し、 i嘩雪期にやや

一定になる傾向があった。こーれf;t，埋立地への浸入水量が融警による増加したりや降雪

期に減少するためであると思われる。

3)平均気温が6
0

C程度の寒冷地でも浸出水温は平均11~20oC と高かった。また、埋立地内

の微生物反応熱による埋立地内の温度上昇によって平均水温が20
0

Cと著しく高くなって

いると思われるところもあった。寒冷地の浸出水水温の低下防止のために埋立地内の微

生物活動の促進や調整池及び輸送過程での断熱性の向上を考慮する必要があろう。

本研究は平成6年度文部省科学研究費(奨励研究(A)、課題番号06750579)の補劫を受け

て行った。
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